「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　東部会場Ａ　　
対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　６名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】一人一人がもつ子どもの個性を再認識する。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，付箋紙，グループ分けくじ
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	
	· 準備（名札つけ）

	· 来た人から名札に呼んで欲しい名前を書き，名札を付けてくじを引いてもらい，グループに分かれる。
	・ファシリテーターがくじを事前に作成する。（一つしるしをつけておく）

	(５分)


	· 「親の力」をまなびあう学習プログラムの紹介


	· 主旨説明，ルール説明，約束（＋パス有り），写真撮影の許可


	・３つの約束など模造紙に書いておきホワイトボードに貼る。

	(３分)


	アイスブレイク

「じゃんけん（負けるが勝ちよ）」


	· ファシリテーターは「私に負けて下さい」と言い，ファシリテーター対参加者でじゃんけんをする。
	

	(１分)
	· 表紙を読む。
	○　ワークシートを配布する。
	

	(１分)


	· ワークシート左ページを見る。

	· 絵を見ながら「普段，絵のようなことやついつい兄弟姉妹，他の子と比べることがありますか？」と導入として投げかける。
	

	(２分)

	＜考えましょう＞

· ワークシート右ページを見る。

	· 設問④，⑤について各自付箋紙に記入する。
· 設問⑦について各自付箋紙に記入する。
	・シートを見ながらこれからやることを説明する。

	(５分)


	＜出し合いましょう＞


	自己紹介（名前・子どもの学年）をしてから

· １人づつ紹介をしながら付箋紙を模造紙に貼る。（分けながら）


	・付箋紙を貼る位置を明確にする。（ファシリテーターが項目を書いて準備しておく）

	(５分)


	＜さらに考えましょう＞


	· 付箋紙に「気づき，思い」を各自書いて，紹介しながら貼る。
	

	(５分)


	· グループごとに紹介する。
（２分×２グループ）
	
	・くじのしるしのある人が発表する。

	(３分)


	· まとめ

ワークシート裏面も紹介する。
＜学習を振り返りましょう＞
	○　ファシリテーターが詩を読む。
· 自分の中で分かったこと，考えが変わったことを各自簡単に書く
	

	〈メモ〉

· 展開を考える時に，しっかり煮詰めておくことが大切，必要だと思った。
· 初対面の人が多い時は，アイスブレイクを何にするかと，自己紹介をどこに入れるかを検討する。


「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　西部会場Ｂ　　　

対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　10名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】他の子どもと比べることの功罪を考え，自分の子が持つかけがえのない価値を再認識する。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，付箋，フェルトペン
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	(５分)


	· 自己紹介

· 主旨

· ルール等説明，３つの約束

· アイスブレイク

（名字順に並ぶ）

· 班分け（２班に分ける）
	· 「寄って話して自ら気づく」を出しながら参画型学習の主旨を説明する。

· ジェスチャーをしながら３つの約束を説明する。


	

	(１分)
	· テーマを読む


	○ファシリテーターが読む。
	

	(３分)
	＜話し合いましょう＞

設問①，②について
	· 個人でワークシートに記入する。（１分）

○　班の中で発表しあう。（２分）
	

	(５分)


	＜考えましょう＞

設問④，⑤について


	· 個人でワークシートに記入する。（１分）

· 班の中で話し合う。


	

	(11分)


	＜出し合いましょう＞

設問⑦について


	· 嫌だった事，嬉しかった事を書き出す。

（２分）

· 子どもを伸ばす為にどんな言葉がけ，対応が出来ると思うかグループ内で話し合う。

（５分）

· グループ同士で発表する。（４分）


	

	(４分)

	＜まとめ＞

· さらに考えましょうを読む。

· 「私と小鳥と鈴と」を読む。

· ファシリテーターの話



	· ファシリテーターが読む。

· テーマの言葉を用いながら話す。


	

	〈メモ〉





教材番号「14」：「くらべないで～同じ子どもなんて一人もいない～」





学習の振り返り





教材番号「14」：「くらべないで　～同じ子どもなんて一人もいない～」








